
広報 川 越
№1237　　平成22年12月25日

わたしたちのまち　平成22年12月1日現在
人口 342,723人　前月比 ＋174人

■男 172,244人　■女 170,479人

世帯数 141,502世帯　前月比 ＋123世帯 

旧山崎家別邸（市指定文化財）の客間から眺める庭園旧山崎家別邸（市指定文化財）の客間から眺める庭園
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旧山崎家別邸の庭園が登録記念物に
文化財保護課L224－6097

　一番街の東に並行する通称「同心町通り」から、少し奥まった所にある
旧山崎家別邸（松江町2丁目）の庭園が、県内初の国登録記念物に登録され
る予定です。同別邸は、大正から昭和初期にかけて活躍した保

やす

岡
おか

勝
かつ

也
や

の設
計によるもの。居宅は土蔵、洋館、和館の折衷様式になっています。客間
からは、本鞍

くら
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石のくつ脱ぎ石、飛び石が続き、その先に茶室があります。
庭園には、ヤマモミジ、サルスベリなどが植えられています。設計図など、
建設当時の資料が良い状態で保存されており、造園文化の発展に寄与する
と高く評価されました。
　建物が老朽化しているため、小江戸川越春まつりや川越まつりの際に、
庭園と建物外観の観覧に限り一般公開している現状です。この登録を機に
整備を進めながら、多くの方にご覧いただける方法を検討していきます。

国登録記念物… 史跡、名勝、天然記念物という3種の指定制度を補うもので、価

値が認められるものを適切に保護することが目的。山下公園（横浜

市）など、これまでに全国で52件が登録されています。


